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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

巻頭言
「早めの対処」

経営革新委員長　冨田　章裕

ハビリやご指導をいただいているおかげで、随分と
痛みが和らいできました。乗らなかった気分も復調
傾向になってまいりました。

　いまになって一つ後悔しているのは、痛みを覚え
て半年近くも放置してしまったことです。もっと早
くクリニックに行っておけばよかったと。そのうち
自然と治ると思い込んでしまったのが、誤りでした。

　自分の体のことは、日々の仕事と一緒で何か異変
を感じたら直ぐに対処しなければならないと実感し
ました。仕事をしていくうえで不安要素は常に付き
まといます。ただそれをいち早く察知し、大きな事
態に発展しないよう、早めに対処することの大切さ
を体の不調をもって学びました。

　目まぐるしく変化する経営環境に、多くの方が頭
を悩まし不安を抱いておられると思います。
　経営革新委員会では、時流にあった経営セミナー
とその業界をリードする企業の見学会を開催し、こ
れからの時代に必要な知識や情報をご提供できる企
画を考えてまいります。

　多くの方にご参加いただけることを期待しており
ます。

　今年度から経営革新委員会の委員長を務めます、
冨田と申します。

　コロナが終息に向かい、with コロナといわれる
時代となり、私たちの行動パターンや行動範囲にも
大きな変化が出始めてきたところではないでしょう
か。

　今回巻頭言のご依頼をいただき、何を書こうかと
考えたところ、大変恐縮ですが私の個人的な悩みに
ついて書かせていただこうと決めました。

　いま私は両肩を中心に痛みに悩まされておりまし
て、昨年の秋頃からなので、半年以上経つことにな
ります。原因が何なのかはわかりませんが、世間で
いう〇〇肩だと思われます。自分には無縁のものだ
と思ってきましたが、いざなってみると結構な痛み
でびっくりしています。一時は腕が上がらないほど
でした。

　好きなゴルフも極力控え、お誘いをいただいた時
だけ。自ら行くことはありませんでした。プレー当
日は痛み止めを飲み、どうしても気分の乗らないゴ
ルフになってしまっていました。

　しかし最近ではクリニックに通うようになり、リ
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　総会は、箕浦靖夫副理事長が司会を務め、田中賢二副理事
長の開会の辞に続き、鳥原理事長が挨拶に立ち、「本日、新理
事長が就任する。私は2期4年、コロナという特殊な事情を抱
えての組合運営であったが、無事に務めることができた。こ
れも偏に各委員会の関係者の方々、また、組合行事へ参加し
ていただいた組合員の皆さんのお陰である」と、感謝の言葉
を述べた。
　続いて、議長に柚木猛氏（㈱ユキ印刷工業）を選任し、総会
成立の確認後、議案審議に入った。「令和5年度事業報告及び
決算・監査報告」、「令和6年度事業計画及び収支予算」、「支部
設置及び運営に関する規約の一部変更」、「理事・監事承認」な
どの議案が上程され、慎重審議の上いずれも原案通り可決承
認された。なお、支部設置の件では、西尾張支部の組合員の減
少に伴い、西尾張支部を東尾張支部に編入し、併せて東尾張
支部の支部名を尾張支部に変更、また、理事・監事承認の件で
は、理事候補33名、監事候補3名が承認され、続いて別室で行

なわれた臨時理事会で、理事長を始めとする三役が選任され
た。
　来賓を迎えて行なわれた総会後半では、冒頭、新しく選任
された理事長、副理事長、専務理事と退任した役員が紹介さ
れ、酒井新理事長が次のように挨拶した（別項参照）。

■愛印工組・通常総会

新理事長に酒井良輔氏（知多印刷㈱）が就任
3本の軸で活動を推進
●未来の印刷産業の創造●産業の枠を創造
●組合員各社の可能性を創造

令和6年度通常総会と挨拶を
する酒井新理事長（上）

　愛知県印刷工業組合（鳥原久資理事長、愛印工組）の令和6年
度通常総会が、5月23日名古屋・伏見の名古屋観光ホテルにお
いて開催された。総会は、前半の部では令和5年度事業報告及
び決算・監査報告、令和6年度事業計画及び予算、理事・監事承
認など議案審議が行なわれ上程議案全てが承認された。前半
の部終了後、新理事による臨時理事会が開催され酒井良輔氏

（知多印刷㈱）が新理事長に選任。後半の部では、理事長就任
挨拶、令和6年度事業計画の基本方針及び三役直轄事業、各委
員会事業計画の詳細が発表された。終了後、懇親会が開かれ
酒井丸の船出を祝った。なお、来賓には中部経済産業局稲垣香
代子産業部次長、愛知県経済産業局山口知宏技監が出席した。

（出席者は書面議決含め132名）。

中部経済産業局
稲垣次長

愛知県経済産業局
山口技監

副理事長に田中、箕浦、竹倉、加藤、渡辺の5氏
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酒井良輔新理事長就任の挨拶

　愛知県印刷工業組合が昭和30年に発足して以来69年、私
が16代目の理事長を仰せつかった。過去15代の理事長が築
いてきた道を、しっかりと受け止めながら理事長職を務めて
いきたい。
　100年に一度というパンデミックが終息し、過去最高益の
上場大手の決算発表が続く中、中国経済の急激な減速、終息
が見えないロシア・ウクライナ、イスラエル・パレスチナ問題
など、予断を許さない状況が続いている。一方、デジタル技術
が急速に進化をする中、ChatGPTなど生成AIが人間の知識
を凌駕するシンギュラリティが現実的なものとなってきた。
私たち印刷産業は、原材料やエネルギー価格の高騰、労務費
の上昇に対して、未だそれらが十分に価格転嫁できない状況
が続いている。このような経営環境において、不毛な価格競
争から脱し、お互いを高め合う価値づくりの競争へ、新たな
エコシステムを構築する必要性が叫ばれている。
　成熟社会を迎え、社会のニーズは〝もの〟から〝こと〟へ向
かっているが、私たち印刷産業の多くは、依然として大量生
産、大量消費が続き、〝もの〟としての印刷物製造を業態の中
心にしている。私たちの創業は様々であるが、未来を見据え、
世のため、人のために生業を続けてきた。人口減少が進み、地
方自治体では財源が乏しくなる中、政府は社会課題解決を経

済の成長エンジンにするという新しい資本主義を掲げた。民
間の力で地域の課題解決を行ない、それを経済原理で回す、
官民協創の新たな仕組みが求められている。
　印刷産業は地域の課題を良く理解して、地域での人的ネッ
トワークが豊富であるという強みがある。そこで、自治体や
企業のあらゆる困りごとを、私たちがその強みを活かしたコ
ンシェルジュとして引き出し、得意としている本質を見抜い
て表現する力を発揮し、解決していきたいと思っている。社
会課題解決と経済成長の両立を目指す企業をシマウマに例
え、ゼブラ企業といわれ注目を集めている。地域の中小企業
から地域の社会課題解決の担い手とする企業創出、そして、
ソーシャルビジネスを支援する地域の関係者を中心にした
エコシステムを構築する。地域の様々な業種に接点を持つ私
たち印刷会社は、従来の情報伝達サービスに留まらず、地域
連携、企業支援のハブとなることにより、課題解決の役割を
担っていかなければならない。そのためにも、繋ぐ力、伝える
力をより磨き上げ、地域のパワーアップ型企業、または、世界
へ挑戦するスケールアップ企業を目指していきたいものであ
る。
　私たちが行動しなくてはならないのは、社会が劇的に変化
をしているからである。愛知県印刷工業組合は、全日本印刷
工業組合連合会、全日本印刷産業政治連盟と連携強化し、未
来の印刷産業の創造、産業の枠を創造、そして、組合員各社の
可能性を創造する、この3つの軸で活動を推進していく。　　

ない状況も多いのではないかと推察している。最新の情報を
伝える印刷産業はデジタル化の進展とともに変化が絶え間な
く続き、極めて広範な分野の顧客の事業を支え、地域経済の
活性化に貢献している。厳しい状況の中でも省力化や省人化
を始めとした、経費削減などの努力のみならず、近年では環
境対応やユニバーサルデザインなどの多様性への対応といっ
た先進的な取り組みを逸早く取り入れ、印刷に留まらず、企
業広報のコンサルタント的な活動などを展開している事業所
もあると聞く。
　中部経済産業局としては、時代の変化に挑戦し続ける経済
社会の構築に向けた取り組みを力強く進めていく。生産性向
上、業務効率改善、DX対応などに資するものづくり補助金、
持続化補助金、IT導入補助金、そして事業再構築補助金など、
こうした支援制度に加え、今年度は新たに中小企業省力化投
資補助金、カタログ型補助金と呼んでいるが、こうした補助
金を創出して、中小企業の労働生産性の向上や賃上げの促
進、人手不足解消のための省人化、省力化投資への積極的な
後押しを行なうとともに、今や大企業だけではなく、中小企
業にとっても必要不可欠である環境対応の加速化に向けた支
援も取り組んでいく。
　来年度開催される大阪・関西万博では、国内外から多くの
来場者も見込まれ、最新技術や新しい価値観、新しい社会を
世界に示す絶好の機会となる。当局としてもこの機会を活か
し地域の自治体、企業団体、事業所の皆様と連携し、地域の

　酒井理事長の就任挨拶に次いで、令和6年度事業計画の説
明が担当副理事長、委員長から行なわれた。
　●三役直轄：渡辺達也副理事長
　●組織・共済委員会事業：田中賢二副理事長・北川毅委員長
　●労務・新人教育委員会事業：箕浦靖夫副理事長・山本芳弘
委員長
　●CSR・ブランディング委員会事業：竹倉幹雄副理事長・鈴
木裕一委員長
　●教育委員会事業：加藤義章副理事長・松本高武委員長
　●経営革新委員会事業：渡辺達也副理事長・冨田章裕委員長
　　　　　　　　　　　（各事業内容については別項に詳報）
　来賓紹介後、来賓を代表し中部経済産業局産業部稲垣香代
子次長と愛知県経済産業局山口知宏技監が祝辞を述べた。

　【中部経済産業局産業部・稲垣次長の挨拶】
　｢昨年は設備投資が史上最高水準となり、賃上げも30年ぶ
りの高い水準となり、経済活動も徐々に活力を取り戻しつつ
ある。しかし、円安による物価高騰や原材料、エネルギー価格
の高騰、構造的な人手不足など、事業所を取り巻く環境や課
題は複雑化している。経済の先行きが不透明の中、印刷関連
業界ではデジタル化を中心とした技術革新に伴う設備コスト
増、他業種からの参入、激しい受注競争など未だ予断を許さ

生産性向上、賃上げ促進、人手不足解消と
省人化、省力化投資への積極的後押し
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に、ソフトバンクグループの孫正義氏がAGI（汎用人工知能）
について「10年以内に実現する」と言及するなど、シンギュラ
リティ（AIが人間の知性を凌駕する転換点をさす概念）がい
よいよ現実的になってきました。故に、私たち自身もフレキ
シブルに変化していかなければなりません。
　現在の愛知県印刷工業組合の状況を顧みますと、2014年
の組合員数236社から、2024年４月現在は180社・76.3％に
まで減少し、全国の状況も同様に約5,150社から約3,800社

（2024年４月時点）73.8％に減少しています。
　このまま私たちの印刷産業は衰退してしまうのでしょう
か？　髙井理事長、木野瀬理事長、細井理事長、鳥原理事長と
四代の理事長と組合活動をさせていただきました。それぞれ
積極的に様々な構造改革を継続されてきました。過去から引
き継いだ有形無形の組合資産を最大限に活かし強い組合組織
を創るため新しい時代に相応しい、印刷業界の枠を超えた周
辺産業と積極的に繋がり・協創する「みらい印刷産業の創造」、

「産業の枠を創造」、「組合員各社の可能性を創造」の3つの創
造を軸に活動・推進して参ります。
　私たちが行動しなければならないのは『業界や世界が劇的
に変化している』からです。日本印刷技術協会（JAGAT）の調
査では「脱印刷」を目標に掲げる企業数が過去最高を記録しま
した。多くの組合員も「現状の業態を維持継続し続けること
に限界を感じている」と認識しています。
　印刷産業は長い歴史の中であらゆる業種・業界と関係性を
築いてきた業界です。そして全日本印刷工業組合連合会は
HAPPY INDUSTRY 「人々の暮らしを彩り 幸せを創る印刷
産業」をスローガンに掲げ、他業界に先駆けてCSR認定制度

　長かったコロナ禍での活動制限も漸く解除され、再びかつ
ての様な日常が戻るのでしょうか。
　約3年間にわたる印刷需要のさらなる減少や円安・紛争に
より、エネルギーをはじめとする諸物価が急激に高騰しイン
フレが加速、ゼロゼロ融資の返済が開始されるという、ポス
トコロナ時代を迎えています。リモートワーク、Webサービ
スの浸透、マイナンバーやインボイス制度をはじめ、様々な
新しい法律の施行、世界各地で起きている紛争などの影響に
より、未来の予測は全く不透明な状態です。
　世界はもの凄いスピードで変化しています。情報通信の
トレンドとして思い浮かぶキーワードは「生成AI」ChatGPT
やOPEN AI、Microsoft社のCopilot、Google社のBardや
Duet AI、ここ数年多くの企業で取り組んでいる「DX」、更

様々な資源を魅力あるコンテンツとして紹介していきたい。
万博来場者に中部地域にも足を伸ばしてもらえるような観光
や消費の仕掛け、効果的なPRを検討、実施していく」。
　【愛知県経済産業局・山口技監の挨拶】
　｢愛知県印刷工業組合では、組合員のスキルアップを目的
とした技能検定の実施を始め、機関誌『あいちの印刷』の発
行、印刷経営、技術に関するセミナー開催など、組合員と業界
の発展のため多くの事業に積極的に取り組んでいる。また、
若手デザイナーの育成のために毎年、ポスターグランプリを
開催しており、印刷業界の将来を見据えた事業にも積極的に
取り組んでいる。さらに今年5月には外部クリエイターと組
合員企業とのコラボレーション事業の発表イベントとして、

『ワクワクぷりんと博覧会』を初めて開催され、受注型産業に
留まっているのではなく、印刷業界の新たな価値創造にも取
り組んでいる。今後も、酒井新理事長始め組合員の皆様方が
一丸となり業界の発展に努められることを期待している。
　愛知県としても新製品開発や販路拡大への助成の一環とし
て経営革新計画の承認などにより、地域で頑張っている皆様方
への支援をしていくので引き続き理解と協力をお願いする」。
　木村吉伸副理事長の閉会の辞で総会を終了した。

　続いて行なわれた懇親会では、酒井理事長の主催者挨拶に
続き、細井俊男前愛知県印刷協同組合理事長、鳥原久資前愛
印工組理事長、木村吉伸前愛印工組副理事長の退任の挨拶の
後、懇親の宴が始まり、参加者は懇談に華を咲かせ、情報交換
と親睦の輪を広げ、酒井丸の船出を祝った。
　宴たけなわの中、渡辺副理事長の中締めで終了した。

　【愛印工組新三役】（敬称略）
　●理事長：酒井良輔（知多印刷㈱）
　●副理事長：田中賢二（神田印刷工業㈱）、箕浦靖夫（名鉄局
印刷㈱）、竹倉幹雄（半田中央印刷㈱）、加藤義章（㈱フジカ）、
渡辺達也（㈱メイセイプリント）
　●専務理事：河原善高（愛知県印刷工業組合）
　【新委員長】
　●組織・共済委員会：北川毅（タック㈱）
　●労務・新人教育委員会：山本芳弘（昭和印刷㈱）
　●CSR・ブランディング委員会：鈴木裕一（㈱鈴木紙工所）
　●教育委員会：松本高武（マツモト印刷㈱）
　●経営革新委員会：冨田章裕（㈱向文堂）

酒井丸の門出を祝った懇親会

基本方針（酒井良輔理事長）

■愛印工組：令和 6 年度事業計画
事業の提供・サービスを通じ「みらい印刷産業」の価値創造にチャレンジ
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事　業

渡辺達也副理事長
（三役直轄／経営革新
委員会）

田中賢二副理事長
（組織・共済委員会）

箕浦靖夫副理事長
（労務・新人教育委
員会）

竹倉幹雄副理事長
（CSR・ブランディング
委員会）

加藤義章副理事長
（教育委員会）

化に繋がる制度の普及増進にも努めてまいります。更には、
本年度よりAdobe CCの「全印工連特別ライセンスプログラ
ム」についても、別記の各共済保険と併せて当委員会におい
て加入促進に取り組んでまいります。
　①全印工連、その他関係機関や諸団体からの関係情報の収
集と提供
　②支部事業の積極的支援と広域化する各支部との連携
　③「あいちの印刷」の継続発行
　④組合ホームページの更新見直し
　⑤全印工連「クラウドバックアップサービス」の普及増強

（BCP対策）
　⑥全印工連の安否確認システム「Safetylink24」の普及増
強（BCP対策）
　⑦Adobe「全印工連特別ライセンスプログラム〝CC＂」の周
知及び加入促進
　⑧新年互礼会の開催
　⑨各委員会の事業推進に関する組合員へのより積極的な広
報活動の推進
　⑩愛知県印刷産業団体連絡会及び関係諸団体との緊密な連
携のもと新年互礼会の実施
　B）官公需対策事業
　官公需対策では、入札においてMUD教育検定やグリーン
プリンティング認定、CSR認定などSDGs目標達成に関連す
る資格を取得している事業者に優先発注するよう働きかけ
てまいります。また、原材料やエネルギー価格の上昇の影響
を加味した適正な予定価格の設定を要望してまいります。更
に、入札参加資格申請において、「印刷機械設備等の保有」「自
社の印刷機を使用」「県内で印刷の全行程を行なう」などの「定
時見積制度」の実施状況の確認を継続して行ないます。
　C）共済事業（経営の安心・安定の提供）
　共済事業では、広域化する各支部と協力して、組合員企業
に少しでもお役に立てる各種共済制度（「医療・がん・介護共
済」「生命共済」「設備共済」）のメリットを周知してまいりま
す。また、昨年度に引続き、今期も重点工組の指定を受けてお
りますので、加入率を上げるよう積極的に取り組んでまいり
ます。更には、現存の生産物賠償責任保険「ブリントリバース
α」に加えて、新たな共済制度として、在庫品や納品前の製品
の予期せぬ事故をカバーする物流包括保険「サポートワン」、
取引先の万が一（入金遅延や“もしも”の事態）に備える事業活
動総合保険「ビジネスマスター・プラス」を導入し、組合員企
業の経営サポートを強化してまいります。

を制定した団体です。
　受注型産業から脱し、「コト創造産業」へと、愛知県印刷工
業組合は事業の提供・サービスを通じて「みらい印刷産業」の
価値創造にチャレンジして参ります。これからも引き続き、
組合活動に対してご支援ご協力をお願い申し上げます。

　■三役直轄事業（渡辺達也副理事長）
　三役直轄事業として、下記の各事業についてより一層の充
実を図ります。
　①第15回ポスターグランプリ
　本年度のテーマは「いいかげん」です。中部地区印刷協議会
全体で愛知県印刷協同組合と共に協力しながら開催します。
　中部地区5県での主催も定着し「ポスターグランプリ」の
認知度も上がり、学校関係者や一般のデザイナーにも関心を
持っていただけるようになりました。将来のグラフィックデ
ザイン業界を担う人材育成の一環として、社会的意義をより
深めることができるように本年度も活動してまいります。
　②名古屋而立会への支援・協力
　組合青年部の活動は今年も例年通り名古屋而立会に委託し
ます。情報交換を密に支援を図り、こうした交流を通して、将
来の印刷業界を担う若手印刷人の育成を図っていきます。
　③関連団体、関連業者との情報交流およびゴルフコンペ
　④その他、各事業委員会に属さない案件等への対応
　■組織・共済委員会事業（田中賢二副理事長・北川毅委員長）
　組織・共済委員会では、組織事業は各支部との強固な連携
により、「経営の安定」に役立つ情報の収集、提供を行なうと
ともに、他団体含め横と縦の両面から組合員企業との繋がり
を持ち積極的に交流を図り各支部・委員会事業の推進を支援
します。また、官公需対策の一環として、愛知県との定期的な
意見交換の機会を活かして、業界の取引改善等に取り組んで
まいります。さらに共済事業は､ 各種共済制度への加入促進
を行ない、組合員企業・組合事業の下支えをしてまいります。
　A）組織事業（広報･関連情報の収集・提供による組合員加入
促進）
　組織事業では、組合員が減少する中、それぞれの組合員企
業が自社の強みを発揮し、組合員企業の「1社当たりの売り
上げ拡大、適正な収益確保、従業員一人当たりの出荷額の指
標向上」などに貢献できるよう、企業経営に必要な情報収集
を行ないます。また、BCP対策の一環であるクラウドバック
アップサービスや安否確認システム等、組合員企業の組織強
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員企業とのコラボレーション事業を推進します。その成果物
の発表・販売イベントとして【ワクワクぷりんと博覧会】と称
したマルシェ（会場：星が丘テラス）を5月に開催したところ
です。その後に事業総括し組合内に情報共有を図る報告会

（セミナー）の実施を計画しております。その上で、次年度以
降の開催についての検証、検討を図ってまいります。
　さらに、全日本印刷工業組合連合会のCSR施策に連動した
活動をしてまいります。また、今期の執行部の刷新にあたり、
組合案内の改訂版の制作を行ないます。
　CSR・ブランディング委員会は、2014年の発足から10年
目を迎えます。これまで、印刷産業のブランド・アイデンティ
ティ『お客さまと文化を共創するビジネス・コンシェルジュ』
と定義し、印刷産業を取り巻くステークホルダーに浸透させ
る活動を行なってきましたが、節目を迎えるにあたり、今後
の活動の在り方や方向性を検証し、これまで以上に有益な情
報提供や効果を実感できるような施策の見直し強化を検討し
ていきます。今期のミッションは以下を計画しています。
　①外部クリエイターとのコラボレーション事業の実施
　●「ワクワクぷりんと博覧会」マルシェの開催、●組合内向
け事業報告会（セミナー）の開催、●次年度以降の継続開催に
向けた検証、検討
　②愛知県主催「中小企業経営者と学生との交流会」への参加
　③「日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）」中間講習
会の実施
　④組合案内改訂版の制作
　⑤＂ブランディング”委員会の活動の在り方、方向性の再定
義
　■教育委員会事業（加藤義章副理事長・松本高武委員長）
　組合員企業の社員の皆さんの育成、教育、技能向上のため、
キャリアアップに繋がる資格試験、セミナーの開催、及び全
組合員にとって大きなメリットを得られる情報の配信、周知
に尽力致します。
　そのために下記の事業を行ないます。
　①印刷技能検定「オフセット印刷作業」（国家資格）実技試
験・採点の実施及び学科試験対策セミナーの開催
　②プリプレス技能検定「DTP作業」（国家資格）実技試験・採
点の実施及び学科試験対策セミナーの開催
　③印刷技術、従業員教育に関する情報の発信
　④その他（セミナー等の開催）
　■経営革新委員会事業（渡辺達也副理事長・冨田章裕委員
長）
　最近ではウィズコロナの時代と言われるようになり、改め
てこの数年で私たちの生活様式や私たちを取り巻く経営環境
が一変したことを実感しております。そうした変化の中、い
かにして会社を経営し競争力を高められるのか、今までとは
違う角度からの知識や情報が欠かせないと思います。例えば
DXを活用したデジタル化などは、営業面･製造面だけではな
く、経済活動をしていくうえであらゆる場面で必要になると
感じております。今年度、これからの時代に必要な知識や情
報を提供し、皆さまのお役に立つ企画を考えてまいります。
　●経営革新セミナーの開催、●企業見学会の実施

　以上はいずれも「組合」というスケールメリットを活かした
制度です。組合員の皆さまには是非ご活用いただき、ご支援
賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
　以上、既存の各種共済制度の加入推進に継続して取り組む
とともに、新保険の開設導入にも積極的に取り組み、組合の
財政面の強化に尽力いたします。
　①生命共済制度「ライフピア」（全日本印刷工業組合連合会
共済センター）
　②医療・がん・介護共済制度（全日本印刷工業組合連合会）
　③総合設備共済制度（全日本印刷工業組合連合会）
　④新医療保障プラン（メットライフ生命保険）
　⑤愛知火災共済（愛知火災共済協同組合）
　⑥自動車事故見舞金共済（愛知県商工共済協同組合）
　⑦経営者医療共済（愛知県中小企業共済協同組合）
　⑧傷害共済（愛知県中小企業共済協同組合）
　⑨生命傷害共済（愛知県中小企業共済協同組合）
　⑩生産物賠償責任保険「プリントリバースα」（㈲保険ネッ
トワークセンクー）
　⑪新・物流包括保険「サポートワン」（㈲保険ネットワークセ
ンター）
　⑫事業活動総合保険「ビジネスマスター・プラス」（㈲保険
ネットワークセンター）
　■労務・新人教育委員会事業（箕浦靖夫副理事長・山本芳弘
委員長）
　4月2日より例年通り新入社員研修を行ないました。社会
人・印刷についての基礎講座、「インターネット広告」「動画制
作」など印刷業界が取り組む新しい分野の講座、一昨年より
取り入れた組合員各位の協力によるシール印刷・シルクスク
リーン印刷・特殊加工の講座など、全27日（186時間）29講座
を開催しました。また、組合員の皆様に向けた「断裁機取扱者
に対する特別教育」、「職長教育」も引き続き継続開催いたしま
す。その他、下記の通り組合員に有益な情報を引き続き発信
していきます。
　①印刷会社の新入社員研修会（4月2目〜 5月21日）決定
　②「断裁機使用にあたっての特別教育（学科・実技）」の実施、
　●学科講習（7月27日／㈱光文堂会議室）
　●実技講習（8月3日／木村紙商事㈱、8月24日／㈱アクア
ス）
　③職長教育（実施日調整中／メディアージュ愛知）
　④「働き方改革」の一環とした法改正に関する情報発信
　⑤「永年勤続優良従業員表彰」の実施
　⑥「鉛・有機溶剤・特定化学物質取扱者健康診断」の実施の周
知（前期・後期）
　⑦次年度新入社員研修会に向けての人材開発支援助成金の
説明会
　⑧労働関係法規に関する情報発信
　■CSR・ブランディング委員会事業（竹倉幹雄副理事長・鈴
木裕一委員長）
　CSR・ブランディング委員会は、組合員企業の未来創造と
社会にむけた印刷産業のブランディング浸透を目的とし、令
和5年度より準備を進めてきました外部クリエイターと組合
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

㈱サンアート印刷

ワクワクぷりんと博覧会会場で鈴木委員長

㈱鈴木紙工所

　愛知県印刷工業組合（愛印工組）のCSR・ブランディング委
員会は、5月11日、12日の2日間、名古屋市千種区の星が丘
テラスで「ワクワクぷりんと博覧会」を開催した（一部既報）。
この博覧会は、印刷会社26社とクリエイター 42名がコラボ
レーションしアイデアを出し合って、印刷産業だからできる
オリジナル商品・サービスを開発。印刷会社の設備、技術を活
用し制作した商品を披露する第1回のイベントになる。会場
では、これまでにないもの、みんなが喜ぶもの、ワクワクする
ものをコンセプトに、子供たちが喜ぶ商品から仕事で役立つ
商品、今までになかった商品など、ここでしか買えないアイ
デア満載の商品が披露された。印刷を活用した魅力ある商品
がアピールされた2日間となった。先月号において12社の出
展をお知らせしたので、今月号では残り14社の出展風景を誌
上展示した。
　主催：愛知県印刷工業組合　
　共催：㈱国際デザインセンター
　協力：中部デザイン団体協議会（CCDO）、ペーパーサミッ
ト（大阪府印刷工業組合）、柳 智賢（RYU DESIGN）

　●参加企業：26社（50音順）
　㈱愛知印刷工業、㈱アイビーネット、㈱アクアス、㈲一粒
社、伊藤手帳㈱、㈱岩月末広堂、㈱エムアイシーグループ、神
田印刷工業㈱、鬼頭印刷㈱、㈱クイックス、㈱近藤印刷、㈱サ
ンアート印刷、昭和印刷㈱、㈱鈴木紙工所、太美工芸㈱、タッ
ク㈱、知多印刷㈱、㈱豊橋印刷社、㈲丹羽グランド、半田中央
印刷㈱、プリ・テック㈱、マツモト印刷㈱、㈱マルワ、モリカワ
ペーパー㈱、名鉄局印刷㈱、㈱ユキ印刷工業 
　●参加クリエイター：42名
　穐山仁美、雨宮史郎、安藤恵美、池田寛美、うそぶき蔵 紺ノ
葉、内山 楓、岡部雅世、小野彩子、小俣昌久、加納祐輔、熊谷
翔子、小島優二、駒井奈津美、近藤健司、さくらたんぽぽ、佐
藤徳恵、サノエミコ、MARU-C昌子 衛、中台恵理子、中森浩
二、新家 舞、ニシムラマホ、丹羽デザイン事務所、古川雅博、
Michiyo、水野健一、宮田美穂、村田直哉、森下眞行、横田優
花、吉田修作、亘 理知之、柳 智賢、天木 彩、岩月秀美、小田美
憂、加藤優奈、早川遼、隼野めい、藤田優奈、請井旦恵、山元弥
佑（敬称略・順不同）

■愛印工組／CSR・ブランディング委員会

「ワクワクぷりんと博覧会」〈誌上展示会②〉

印刷企業26社×クリエイター42名がコラボ
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㈲丹羽グランド ㈱豊橋印刷社 マツモト印刷㈱

神田印刷工業㈱ タック㈱ ㈱ユキ印刷工業

㈱アクアス ㈱愛知印刷工業 知多印刷㈱

プリ・テック㈱ ㈱クイックス ㈱エムアイシーグループ

ワクワクぷりんと博覧会・誌上展示会②
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　愛知県印刷協同組合（細井俊男理事長、愛印協組）の「令和
6年度通常総会」が、5月23日名古屋・伏見の名古屋観光ホテ
ルにおいて、愛知県印刷工業組合通常総会に先立ち開催され
た。冒頭、挨拶に立った細井理事長は、「本日をもって新理事
長に鳥原氏が就任する。最近景気のいい話が新聞紙上を賑わ
しているが、我々の業界は資材の値上げ、ペーパーレス化な
どにより苦しい立場にある。協同組合は、愛印工組の土地、建
物の大家であり、バックボーンということで支えるだけであ
るが、現在、テナントも駐車場も満杯で業績は良い。ただ建物
もだんだん老朽化をしてくるので、その準備もしていかなけ
ればいけない」と述べた。
　総会は、「令和5年度事業報告及び決算報告」、「令和6年度事
業計画及び収支予算」、「令和6・7年度理事・監事承認」などの
議案が上程され、慎重審議の結果、全てを承認した。その後行
なわれた臨時理事会で、鳥原久資氏が理事長に就任した（新
役員については下記参照）。
　愛印協組の事業計画は、「メディアージュ愛知が印刷業界の
拠点として機能するよう維持管理に努めるとともに、愛知県
内の印刷業者の団体である愛知県印刷工業組合の活動を側面

から支援し、愛知県印刷産業団体連絡会の一員として、印刷
産業の発展と向上のために尽くしていく」との基本方針が報
告された。具体的には、「①メディアージュ愛知の維持管理、
②メディアージュ愛知を印刷業界の情報発信基地にする、③
愛知県印刷工業組合の事業に協力し、第15回ポスターグラン
プリを共催する」の3つの活動方針が決められた。
　【役員】（敬称略）
　●理事長：鳥原久資（㈱マルワ）
　●副理事長：酒井良輔（知多印刷㈱）、田中賢二（神田印刷工
業㈱）、箕浦靖夫（名鉄局印刷㈱）

PICKUP NEWS

■中小企業庁

「中小企業白書・小規模企業白書」

中小企業・小規模事業者の現状／課題と展望

■愛知労働局

愛知の労働災害発生状況

死傷者数7,817人と対前年比228人の増加

■愛印協組・通常総会

新理事長に鳥原久資氏が就任
メディアージュ愛知を情報発信基地に

　中小企業庁は「令和5年度中小企業の動向」及び令和6年度
中小企業施策」（中小企業白書）並びに「令和5年度小規模企業
の動向」及び「令和6年度小規模企業施策」（小規模企業白書）
を取りまとめ公表した。
　【白書の特色】
　白書の特色は、中小企業・小規模事業者の現状と直面する
課題、今後の展望として、中小企業が環境変化を乗り越え、経
営資源を確保して生産性の向上に繋げていくための取り組み
や成長に繋がり得る投資行動とそのための資金調達、小規模
事業者が売り上げを確保し、今後も事業を持続的に発展させ
ていくための必要となる取り組み、事業の継続に欠かせない
資金と人手を確保する取り組み、支援機関の役割と体制の強
化などについて分析をしている。
　【白書のポイント】
　白書のポイントは、事業者が直面している課題として、売上
高が新型コロナウイルス感染症による落ち込みから回復し、
企業の人手不足が深刻化していることが挙げられる。今後の
課題として、就業者数の増加が見込めない中、日本の国際競争

力を維持するためには、省力化投資や単価の引き上げを通じ
て、中小企業の生産性を向上させていくことが期待される。
　小規模事業者は中小企業と比べ、厳しい経営環境にある中
で、コストを把握した適正な価格の設定や顧客ターゲットの
明確化に取り組むことで、売上高の増加に繋がることが期待
できるほか、支援機関の活用も効果的である。また、新たな担
い手の参入も生産性の向上の効果が期待できる。
　【「中小企業白書」概要】
　第1部 令和5年度（2023年度）の中小企業の動向
　第1章：令和6年度能登半島地震の被災地域の状況、第2章：
これまでの新型コロナウイルス感染症の影響と対応、第3章：
中小企業・小規模事業者の現状、第4章：中小企業・小規模事業
者が直面する課題と今後の展望。
　第2部 環境変化に対応する中小企業
　第1章：人への投資と省力化、第2章：中小企業を支える資金
調達、第3章：中小企業の成長、第4章：中小企業・小規模事業
者を支える支援機関。

　愛知労働局では、全国安全週間に併せ「令和5年 愛知の労
働災害発生状況」を公表した。
　【死傷者の発生状況】

愛印協組総会と鳥原新理事長
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■経済調査会

「簡易積算ツール」新設

「いんさつPlaza」の読者限定コンテンツに

　愛知県内における労働災害による死傷者数は、令和元年に
一旦減少したものの再び増加傾向にある。令和5年の愛知県
内における労働災害による死傷者数（死亡・休業4日以上、以
下同じ）は7,817 人で、対前年比228 人（3.0％）の増加とな
り、過去10 年間で最大となっている。
　【死亡災害の発生状況】
　令和5年の愛知県内における死亡者数は35人で、対前年比
2人の減少となった。
　●死亡災害の概況：令和5年は、令和4年より2人の減少と
なった。令和5年の死亡災害について、令和4年と業種別で比
較すると、建設業が12人から6人と減少したが、製造業は8人
と昨年と同数となり、陸上貨物運送事業が4人から10人、商
業が2人から4人へ増加。製造業と陸上貨物運送事業（災害件
数上位2業種）で死亡災害の半数以上を占めた。
　●事故の型別の発生状況：令和5年の死亡災害を事故の型
別でみると、「はさまれ・巻き込まれ」10人、「墜落・転落」8人 、

「交通事故（道路）」7人、「飛来、落下」3人であった。この4つの
型で80.0％を占めている。
　●年齢別の発生状況：令和5年の死亡災害を被災者の年齢
別にみると、20歳未満は0人、20歳代で2人、30歳代で3人、
40歳代で7人、50歳代で10人、60歳代以上で13人発生して
いる。50歳以上の中高年齢労働者で65.7％、60歳以上の高
年齢労働者で37.1％を占めている。
　●経験年数別の発生状況：令和5年の死亡災害を被災者の
経験年数別にみると、1年未満が1人、1年以上5年未満が2
人、5年以上10年未満が5人、10年以上15年未満が8人、15
年以上20年未満が2人、20年以上が14人であった。経験年数
10年以上が68.6％を占めている。
　【高年齢労働者の労働災害発生状況等】
　●労働災害発生状況の推移：死傷災害に増加傾向がみられ
る60歳以上の高年齢労働者の死傷災害の発生状況をみると、
令和５年は2,186件となっており、全体の28.0％を占めてい
て、60歳以上の災害発生件数自体に減少傾向は見られない。
特に平成29年を境に災害発生件数も割合も増加している。
　●年齢別休業期間：令和5年における被災労働者の年齢別
休業見込み期間は、年齢が上がるとともに、休業期間が長く
なる傾向が見られ、60歳以上の高年齢労働者においては、休

業1月以上の割合は58.4％となっている。
　【外国人労働者の労働災害発生状況】
　●業種別発生状況の推移：令和5年の外国人労働者の死
傷者数は674人となっており、平成26年と比べ、354人

（110.6％）増加した。特に製造業での件数が多く、また建設
業では増加傾向にある。
　●外国人割合の推移：労働災害による死傷者数のうち外国
人労働者が占める割合は、令和5年では全体の8.6％（平成26
年：4.8％）を占めている。また、製造業では18.5％を占めて
おり、平成26年と比べると6.4％増加した。
　※詳細は　愛知労働局　で検索

　一般財団法人経済調査会は、印刷発注・積算の手順を解説
するWebサイト「いんさつPlaza」において、同会発行「積算
資料印刷料金」の読者限定コンテンツに「簡易積算ツール」を
新設した。「簡易積算ツール」では、印刷物（ペラ物）の仕様を
入力すると、工程別の規格や数量を自動算出し、表形式の計
算書が作成される。また、計算書の単価欄に「積算資料印刷料
金」掲載の単価を入力することで、印刷費積算も可能となる。
同会では、官公庁が適正な印刷物積算を行なうために利用
することを想定し、今後、対象となる印刷物の種類を追加し
ていくとしている。なお、「簡易積算ツール」は、「積算資料印
刷料金」最新号（2024年版）の購読者が、巻末掲載のID・パス
ワードを入力することで利用ができる。
　※詳しくは、https://www.insatsu-plaza.net/ 検索

死亡災害の発生状況



− 14 −本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

編 集 だ よ り

お知らせ

　■酒井良輔新理事長が船出しました。印
刷業界を取り巻く環境は、依然として厳し
い環境下にありますが、どのような舵取り
をされるのか、組合員全員の眼差しが注が
れ、大きな期待が寄せられています。■
愛印工組の令和 6 年度通常総会が開かれ、
新理事長の基本方針及び事業計画が発表さ
れましたので報告しています。また、「ワ
クワクぷりんと博覧会」の紹介で、前回掲
載できませんでした各社を誌上展示しまし
たので、前号と併せてご覧になって下さい。

　愛知県印刷工業組合と関連業界の皆さん
との交流を目的とした「親睦ゴルフコンペ」
を下記要領で開催いたします。プレー後の
パーティーも開催予定です。お誘い合わせ
の上ご参加ください。参加申込は 8 月 8
日（木）まで。
　＜開催要領＞
　●開催日時：令和 6 年 9 月 11 日（水）、
7 時 44 分スタート（18 組予定）
　●場所：セントクリークゴルフクラブ／ 
3 コース同時スタート（豊田市月原町黒木
1-1　TEL0565-64-2121）
　●会費：5,500 円（1 人）
　●プレー代：23,000 円（1 人、予定）
　※キャディー付きプレー代、昼食 +1ドリ
ンク、茶店 2ドリンク、パーティー代含む。
　※当日、各自にて清算。
　●組み合わせ：9 月 2 日頃に集合時刻
等と合わせ郵送にてご連絡します。
　●問い合わせ：振込先など詳細は、愛印
工組事務局（担当：勝野）まで。
　TEL：052-962-5771
　E メール：jimu-01 ＠ ai-in-ko.or.jp

らない。この壁を乗り越えるには、組合員
がお互いの強みを持ちより、協力して価値
を協創する、価値協創の実現を目指してい
くことが必要である｣ とし、「価格競争か
ら価値協創へ」の考えを明らかにした。
　＜令和 6・7 年度常任役員＞
　●会長：瀬田章弘（東京）
　●副会長：酒井良輔（愛知）、橋本唱一（東
京）、福田浩志（東京）、髙木隆彦（大阪）
　●専務理事：高橋秀明（全印工連）
　●常務理事：中本俊之（広島）、江森克
治（神奈川）、岸昌洋（北海道）、大洞正和

（岐阜）、小島武也（東京）、田畠義之（東京）、
武部健也（兵庫）、富澤隆久（東京）、浜田
彰（東京）、大風亨（山形）、宮嵜佳昭（香
川）、依田訓彦（山梨）、坂本研一（熊本）、
関野里美（東京）、今野均（宮城）、木村崇
義（東京）　　　　　　　　　　【敬称略】

　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）
は、5 月 27 日東京千代田区の東京会館に
おいて、令和 6 年度通常総会を開催した。
席上、任期満了に伴う役員改選が行なわれ、
滝澤光正会長の後任として新会長に瀬田章
弘氏（弘和印刷㈱社長）を選任した。併せて、
酒井副会長ら 4 名、専務理事 1 名、常務
理事 16 名が選任された。
　瀬田新会長は就任挨拶で、｢この数十年
間、私たちは価格競争に明け暮れてきた。
誰も幸せにならない競争を止めなければな

　全印工連 CSR 認定「第 46 期ワンスタ
ー認定」の募集が行なわれている。
　【募集期間】2024 年 5 月 1 日（水）〜
7 月 31 日（水）。認定登録は 9 月の予定。
　【申請書類】全印工連 CSR 認定応募申
込書に必要事項を記入し、全印工連あて
に FAX で申し込む。応募申込書の到着後、
申請書類が送られてくるので、次の①〜⑤
の申請書類を提出する。
　① CSR 取り組み項目チェックリスト、
②法令遵守宣誓書（所定様式）、③納税証
明書（税務署が交付した証明書）、④過去
3 年の行政処分がないことの宣誓書（所定
様式）、⑤添付書類（CSR 取り組み項目チ
ェックリストで選択した項目を証明する書
類）。

　中部地区印刷協議会（大洞正和会長）の
令和 6 年度上期会議が、6 月 14 日岐阜市
柳ヶ瀬のホテルグランヴェール岐山におい
て開催された。全印工連から瀬田章弘新会
長、酒井良輔副会長、そして、愛知、岐阜、
三重、石川、富山各県工組の理事長及び役
員が出席。令和 6 年度事業計画、分科会が
開催され、「価格競争から価値協創へ」の取
り組みが協議された（詳細は次号に詳報）。

　【認定の概要】申請書類①〜⑤の提出後
は、審査機関の CSR ＆サステナビリティ
センターにおいて書類審査を行ない、外部
の有識者で構成する全印工連 CSR 認定委
員会において審査結果をもとに認定が行な
われる。認定取得後は 2 年ごとに更新審
査を行ない、上位認定の取得も可能。
　認定企業は、全印工連 CSR 認定マーク
を名刺、会社案内、ホームページなどに表
示して、積極的に CSR に取り組んでいる
企業であることを社会にアピールできる。
　【詳細については】
　ホームページ　全印工連 CSR　検索
　【愛印工組での取得企業】
　●スリースター認定：新日本印刷㈱、㈱
マルワ、 ●ワンスター認定：木野瀬印刷㈱、
半田中央印刷㈱、豊橋合同印刷㈱、㈱愛知
印刷工業、大信印刷㈱、㈱クイックス、サ
クラグループ。
　※現在、CSR 認定企業 140 社（内訳は、
スリースター認定 13 社、ツースター認定
11 社、ワンスター認定 116 社）。

■全印工連

新会長に瀬田章弘氏が就任
副会長に酒井愛印工組理事長ら4氏

■全印工連

第46期ワンスター認定募集中
締め切りは7月31日

■全印工連

中部地区印刷協議会上期会議

■愛印工組及び関連業界の皆さんと

「親睦ゴルフコンペ」開催のご案内

No.632
令和6年7月10日発行

◆ホームページアドレス  https://www.ai-in-ko.or.jp/
◆E-mailアドレス  jimukyoku@ai-in-ko.or.jp

発 行 人 酒 井 良 輔
編 　 集 組 織 ･ 共 済 委 員 会
発 行 所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合

〒461–0001 名古屋市東区泉一丁目20番12号
メディアージュ愛知１階
TEL〈052〉962–5771
FAX〈052〉951–0569



− 15 − 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。



KOBUNDO NEW PRODUCTS

TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662


